
分類 B-１-③ 聞き手のやりとり等を取入れ、効果的に表現する 

文化発表会の総合学習発表に向けて ICTを活用する取組 

 

本時の目標 
校種・学年 中学校・３年 

・平和学習の発表に向け、聞き手を意識し
てプレゼンテーションや劇の練習を行うこと
ができる。 
・聞き手（下級生、保護者）の立場を理解
し、それぞれの役割の視点から、発表をより
よくするための意見を述べることができる。 
 

教科・領域 
総合的な学習の時間 
・平和学習 

アプリ・ソフト 
・Googleスライド 
・Google ドキュメント 

備考  

○本時の展開

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ↑完成したシナリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 ○学習活動（◆指導上の留意点） 

導
入 

〇発表シナリオの確認を行う。 

◆特に大事なセリフや、前回の変更点はシナリオ

に色付けしてあることを確認させ、それぞれのリ

ーダーから指示を出すよう伝える。 

展
開 

 

 

 

〇聞き手は、発表を見ながら気づいた点を、シナ

リオに書き込む。 

〇演じ手は実際に演技をして修正した方がよい

と思う点を、シナリオに書き込む。 

 

 

ま
と
め 

〇シナリオに書き込まれたメモをもとに、次回の

練習に向けて修正点を出し合う。 

◆修正箇所は「⑤のスライドを出すのは、兵士役

が退場してから」など、具体的に発表させる。 

生徒の感想 ＜情報活用能力の育成とその効果＞ 

・デモンストレーションを見ながら、リアルタ

イムに自分の気づきを書き込むことで、発言

に責任感を持って取り組むことができた。 

・授業後に担当リーダーが集まって、デモンス

トレーションの映像とメモ書きを見ながら、

よりよい発表に向けて協議することができ

た。 

HYOGOスクールエバンジェリスト 加東市立東条学園小中学校 石井 真史 

◎Ｇoogle ドキュメント内で、各担当

（ナレーター、劇役、音響、照明など）

の役割を共有するとともに、担当のリ

ーダーが台詞の変更点などを確認し

て、オンライン上でシナリオの編集を

行う。 

育成できる情報活用能力 

劇のデモンストレーションを通して、よりよ

い劇にするための意見を出し合おう 

 

・今までは各担当のリーダーが意見を
集約して協議していましたが、一人一
人の発言を拾うことが難しく、一部の
人の運営になりがちでした。 
・今回の活動を通じて、全員が与えられ
た役割に責任を持ったことで、全員で
劇を作ったという一体感が感じられま
した。 


